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実
行
委
員
会
ひ
ら
く

一

第
十
三
回
国
体
も
市
民
の
絶
大
な
ご
協
力
に
よ
っ
て
無
事
終
了
し
ま

一

一

し
た
が
、
国
体
開
催
の
決
算
な
ど
を
審
議
す
る
実
行
委
員
会
は
、
去
る
十

一

(

一
月
二
十
五
日
市
役
所
議
場
で
ひ
ら
か
れ
、
経
過
報
告
な
ど
に
続
い
て

一

~

決
算
見
込
額
歳
入
で
は
五
、
七
七
九
二
三
二

円
、
歳
出
で
は
六
、
O
九

一

f

七
、
四
八
五
円
を
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
国
体
開
催
に
つ
い
て

一

~

は
お
よ
そ
三
十
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

一

報
決
算
見
込
額
の
内
訳
は
お
よ
そ
次
の
と

お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕

。
県
補
助
金
リ

て
二
四
四
、
九
二

O
円

(
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
六
八
七
、
三

一
O
円
、
ラ
グ
ビ

ー
競
技
五
五
七
、
六

一O
円
)

。
入
場
料
H
一
八
二
、

O
八

O
円

(
バ
レ

1
競
技
入
場
料
)

。
寄
附
金
リ
四
二
七
八
、
七
五
一

円

。
雑
入

H
一
七
三
、
五
七

O
円

合
計
五
、
七
七
九
三
三
一

円

〔
歳
出
〕

。
実
行
委
員
会
費
日

一
、
三

O
O円

。
事
務
局
費
H
て
六
一

入
、
六
一
五
円

(
招
待
者
、
大
会
役
員
恩
食
、
そ
の
他

諸
会
議
費
三
五
九
、

O
五
八
円
、
印

刷
費
二
一
入
、

O
七

O
円
、
電
話
料

郵
便
料
一
七
九
、
三

O
一
円
、自
動
車

器
具
借
上
料
一
一
五
、
九
五
六
円
、

賃
金
、
手
当
等
四
三
三
、
五
四
九
円

そ
の
他
)

。
大
会
準
備
費
日

て
五
五
七
、
二
九

八
円(

選
手
強
化
、

審
判
講

習

費

一

O

三
、
四
四

O
円
、
消
粍
品
三
五
五
、

五
七
四
円
、
印
刷
費

一
七
回
、
一
一
一
四

円
、
自
動
車
寝
具
借
上
料
四
六
八、

九
五

O
円
、
歓
迎
塔
、
横
断
幕
設
置

委
託
料
七
九
、
七
八

O
円
、
協
力
団

体
助
成
金
七

O
、

0
0
0円
、
明
朗

化
運
動
費

一
九
、
七

O
O
円
、
中
部

九
県
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
費

二
四

回
、
五
七
四
円

。
会
場
施
設
費
ーし

て

O
九

O
、
O
九
二

円

μ
l(市

営
コ

l

ト
及
び
グ
ラ
ン

ド、

体

育
館
照
明
そ
の
他
の
施
設
費
)

。
競
技
質
リ

て

八
三

O
、一

八

O
円

(
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
費

一
、

O
二

五
、
七
二

O
円
、
ラ
グ
ビ

ー
競
技
費

八

O
四
、
四
六

O
円
)

合
計
日
六
、
O
九
七
、
四
八
五
円

差
引
ム
三
一
八
、
一

六
四
円
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1
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四
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式
)

ラ
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ビ
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実
行
委
員
会
、
国
体
決
算
承

認
の
件

ま
た
国
体
の
成
果
に
つ
い
て
、
種
々
批
-

判
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
結
果
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
¥
ラ

グ
ビ

ー
、
野
球

等
の
競
技
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
好
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
生
活
の
中
に

と
り
い
れ
て
健
康
な
身
体
を
つ
く

り
、
生
活
を
明
る
く
す
る
こ
と
に
市

民
の
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
。

ム
国
体
開
催
に
当
っ
て
運
動
施
設
が
の

こ
っ
た
こ
と
、

(市
営
パ
レ

l

コ
ー

ト、

東
中
、
西
中
、
大
町
小
、
村
木

小
、
道
下
小
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
補
修

整
理
な
ど
)

円ム市
勢
と
市
民
性
を
全
国

に
紹

介

し

た
こ
と
は
、

魚
高
の
甲
子
園
の
活
躍

と
と
も
に
特
筆
し
て
よ
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

企
業
の
合
理
化
は
ま
ず

有
利
な
資
金
か
ら

ー

利

用

し

よ

う

政

府

の

金

融

機

関

|

政
府
の
金
融
機
関
に
は
、
国
民
金
融

公
庫
支
所、

中
小
企
業
金
融
公
庫
代
理

屈
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
支
所
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
融
資
方
法
は
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

国
民
金
融
公
庫
、
中
小
企
業
金
融
公

庫
は
い
ず
れ
も

一
般
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
が
困
難
な
も
の
に
融
資
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
者
に
と
っ

て
最
も
手
近
な
金
融
機
関
で
す
。

と
く
に
国
民
金
融
公
庫
は
小
口
資
金
の

融
資
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
中
以

下
の
規
模
の
企
業
に
向
き
ま
す
。
中
小

企
業
金
融
公
庫
は
長
期
の
資
金
に

つ
い

て
融
資
を
し
て
い
ま
す
の
で
中
以
上
の

防

火

建

築

帯

の

舗

装

で

き

る

新 とこどの見を
金 しの完とま め 防
屋 て 舗 成 こしざ 火
町真装 し ろた し建
の成工まも 。て 耕
一 寺 事 しあ し進 帯
部 町はたり か め の
に 、、 。まし ら舗

わ 神郵 しま れ 装
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盗
難
を
防
ぐ
た
め
に

~ìì自::事現役濯機

ふ

七

月

一
日
か
ら
落
し
物
の
法

律

(

は
、
持
主
が
わ
か
ら
な

い
と
き
で

一

~
遺
失
物
法
)
が
か
わ
っ

て
お
り

ま

す

も
、
拾
っ
た
人
の
も
の
に
な
ち
な
か

~

転
車
の
後
部
泥
よ
け
な
ど
見
易
い
所
に

~

こ
れ
は
六
十
年
前
の
法
律
が
、
進
っ
た
の
が
、
こ

ん
ど
の
改
正
で
は
現

い

(
歩
し
た
今
日
の
社
会
情
勢
に
あ
わ
な

実
に
拾
っ
た
人
が
、
そ
こ
の
管
理
者

d

つ
け
て
下
さ
い
。

「
い
の
で
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

に
二
十
四
時
間
以
内
に
届
け
れ
ば
、

(
登
録
の
ま
っ
ち

1
3
}〉
}
}
〉
〉
}
}
〉
〉
)
〉
〉
〉

自
転
車
を
使
わ
な
く
な
っ
こ
り
ま
こ

物
を
は
か
る
基
準

一
ま
た
こ
れ
ら
の
三
つ
も
全
部
お
ぼ
え
て

ヤ

主
な
改
正
点

い
わ
ゆ
る
拾
得
者
と
し
て
の
権
利
が

~

売
っ
た
り
し
て
所
有
し
な
く
引
っ
た
U

ら

こ

で

あ

る

計

算

単

位

一
い
る
と
い
う
こ
と
も
不
可
能
に
近
い
ば

一

O
保
存
期
間
が
短
か
く
な
っ
た
こ

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

山

き
は
、
十
日
以
内
に
登
録
証
と
標
識
を

ま

加

は

、

御

承
知
の
と
お

一
か
り
で
な
く
、
大
変
不
都
合

の
場

合

一三

。

。
国
鉄
の
う
ち
、
特
に
指
定
さ
れ

)

J
J

レ

り

法

律
で
来
年
一

月

一

川
こ
れ
ま
で
は
拾
い
物
を
届
け
て
か
た
駅
で
は
、
警
察
と
同
じ
よ
う
な
保

~

汗

吋

登
録
の
ま
つ
消
を
申
請
し
て
下

一

ナ

れ

見

直

日

日

一
切
的

お

い

rA持
軍

読

と

ら
一

年
と
十
四
日
間
を
嘗
察

は
い
保

H
j
M
M日
以
る
こ
ぺ
に
な
り

一

手
数
料
は
新
し
く
登
録
の
申
請
を

ナ

一

よ

一

切

換
え
ら
れ
ま
す
。

一
を
さ
ま
た
げ
て

ほ
日

た

弓

日

a
j

R

!

日

ふ

る
パ
目

立

什
間
十
明
日

立
ほ
と

さ

い
ヤ
け
ぷ
ト
怖
が
わ

子
M
A
ト
削
ト
売
恥
)
許

下
町
的
問

一一

王
を
待

新

し

い

落

し

物

の

北
陸

U

っ
て

い
ま
す
。

一

よ

か

お
り
ま
す
が
、

全
部

一
メ
ー
ト
ル
法
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
い
っ

て

い

本

市

ゾ

菱
総
長
;
機一

法

:
監
枕
紘
一己
主
語
附WU
一一万

、、湖、刈尚一こ存じですか

r

r弓

液

機

機

議

噸

髪

一

昨

弐

年

で

今
か
ら
心
掛
け
て

一
地
建
物
、
航
空
機
や
武
器
の
製
造
修
理

一〔

ん
ど
は

5

5

j

j

S

富
山

~

機

AJrv'

丸

二一一議白川山一

Y闘
機

一

E
F
Mい
慣
れ
ま
し
ょ
う
。

一
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド

ご

六
ヶ
月
と
十
四
日
で
持
主
が
現
わ
れ
県
に
は
取
扱
駅
が
あ
り
ま
せ
ん
。

認
麟
wv長
腕尺

卦
主
計
一時亘
書
民
主
日
立
三
詩
れ佐官時
計三

一μ湖
湘

護

機

縁

繁

竺

現
在
私
達
は
尺
配

村
パ

バ

ト

仁

J
へ
て
メ

ト
レ

一三

取

る
期
間
も
ま
た

7
2
2
っ
と
も
良
い

こ

え

い
う
ま
で
も
あ

~

議

離

船

三

一
手
ム

駁
緩

一
法
、
ャ
l

ド
ポ
J

ド
法
と

い
う
三

つ
の

一山

ヶ
月
以
内
と
大
巾
に
短
く

す

ま

し

り

ま

せ

ん
D

山

織
機
織
機
以MW繍
怒

一
系
統
の
モ
ノ
サ
シ
を
使
っ
て
お
り
、

こ

一

献

一一
た
。

落
し
た
身
に
な
っ
て
、

拾
い
物
は

寸

議

綴

瀦

冬

、
待
機

mL
dSAY

一
れ
が
一

定
の
方
針
で
な
く
、
で
た
ら
め

一0
0
兎

一
~
0
船
と
か
汽
車
、
パ
ス
な
ど
の
乗
物

必

ず

届
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
山

写
真
は
新
レ
標
識
で
す
が
、

一
斉
取
替

一
に
混
同
し
て
使
わ
れ
、
こ
れ
を

一

々

自

一

斤

一い
や
デ
パ
ー
ト
、

公
会
堂
な
ど
刈
建
物

美
↓
い
心
が
け
は
、
社
会
道
徳
の
鏡

…

は
来
年
春
行
れ
る
予
定
で
す
。

一
分
の
都
合
の
よ
い
単
位
に
直
し
た

り

、

一

升

一仏

一河

川

吹

は

ぽ

広

江

作

、治

一

片

片

山

げ
は

泣

い

-

仁

登
録
は
受
け
ま
し
ょ
う

今
年
か
ら
自
転
車
税

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
自
転
車
の
盗
難
を

防
ぐ
た
め
、
従
来
ど
お

り
登
録
は
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
登

録
に

つ
い
て
は
富
山
県

自
転
車
登
録
条
例
な
ど

で
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

(
登
録
の
申
請
)

自
転
一平

(
二
十

二
イ

ン
チ
以
上
)
を

新
し
く
買
っ
た
り
、
交
換
し
た
り
、
ま

た
貰
っ
た
り
な
ど
で
自
転
車
を
所
有
す

る
こ

と
に
な
っ
た
と
き
は
、
十
日
以
内

に
、
市
役
所
市
民
課
で
登
録
の
申
請
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

な
お
こ

の
申
請
書
は
自
転
川
屋
さ
ん
や

市
役
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
他
の
市
町

村
か
ら
転
入
し
て
来
た
人
で
前
の
住
所

一
地
の
登
録
証
や
番
号
標
を
つ
け
て
レ

る

一
と
き
も
、
新
し
く
申
請
し
て
下
さ
レ
。

一

(
登
録
証
と
自
転
車
標
識
)

一

さ
き
の
手
続
を
し
た
方
に
登
録
証
と

一
自
転
車
に
つ
け
る
標
識
を
お
渡
し
し
ま

一
す
か
ら
、
登
録
証
は
自
転
車
を
所
有
し

一
て
い
る
聞
大
切
に
保
管
し、

標
識
は
自

規
模
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
一

度
は
相

談
し
て
み
ら
れ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う

ま
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
中
小

企
業
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
前

の
ニ

金
庫
と
同
じ
で
す
が
、
こ
の
融
資

対
象
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
や
そ

の
組
合
員
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
融
資
に
は
、
既
設
の
中
小

企
業
等
協
同
組
合
に
加
入
す
る
か
、

ま

た
は
新
た
に
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
が

先
決
で
す
。
中
小
企
業
等
協
同
組
合
の

な
か
に
は
四
人
以
上
の
組
合
員
で
で
き

る
業
協
同
小
組
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
商
工
水
産

課
へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。

三
(〕J
一一セ

ン
チ
メ
ー

ト
ル

一、八
二
メ
ー

ト
ル

三
七
五
グ
ラ
ム

六
0
0
グ
ラ
ム

一、八
リ
ッ

ト
ル
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象

貸

名
称
区
分

一対

付

一一中
小
企
業
一
最
高

商
工
組
合
一等
協
同
組
一

中
央
金
庫
一一
一
細
川
島
ん一短
期

西
部
地
域

一
農
山
漁
村
振
興
協
議
会
発
足

l

農
村
漁
民
の
福
利
増
進

に
あ
た
る
1

一

農
山
漁
村
地
域
に
適
し
た
生
産
施
設

一
の
整
備
や
経
営
の
改
善
や
農
林
水
産
物

-
の
生
産
、
販
売
な
ど
総
合
的
な
振
興
計

一
画
を
た
て、

事
業
を
推
し
進
め
る
新
長

山
漁
村
振
興
協
議
会
は
、
昭
和
三
十
一

年
度
は
旧
魚
津
町
の
漁
業
地
域
が
、
ま

た
昨
年
は
東
部
農
村
漁
村
地
域
(
片
貝
、

加
積
、
道
下
、
経
由
、
天
神
、
西
布
施

金

)
が
そ
れ
ぞ
れ
特
別
助
成
地
域
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
西
部
農
山
漁
村
地

域

(旧
魚
津
町

一
部
、
干
中
島
、
上
中

島
、
松
倉
、
上
野
方
、
下
野
方
)
と
し

て
こ
の
た
び
計
画
予
備
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
振
興
協
議
会
の

設
立
総
会
は
、

去
る
十
一
月
二

十

一
日

市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
次
の
役
員
な
ど

を
決
め
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

④
会
長
河
崎
直

義

④

副
会
長
布
本
良

雄
、
溝
口
哲
蔵

④
監
事
宮
本
作
蔵
、

広
田
俊
弘
、
吉
崎
美
枝
子



晩
生
種
で
七
六
八
キ

(
五
石
一
斗

二
升
)

水

稲

増

収

競

技

会

結

果

今
年
度
の
米
作
魚
津
一
分
け
て
審
査
を
行
い
、
お
の
お
の

-
位
、

市

一
を
き
め
る
第
六
回
一
二
位
を
決
め
、
各
地
区
で
優
秀
な
成
績

水
稲
増
収
競
技
会
は
、
一
を
収
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
技
術

一
賞
及
び
準
技
術
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
と
し
の
春
か
ら
そ
れ
一

一
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
三

ぞ
れ
肥
培
管
理
に
努
力
一

一
O
点
の
う
ち
ト
ワ
ダ
て
底
、
藤
坂
五
号

さ
れ
た
七
十
五
点
に
よ
一
五
点
、
新
六
号
一
点
、
シ
ロ
ガ
ネ
四

つ
て
、
競
わ
れ
ま
し
た
。て白…
、
新
優
八
点
、
若
葉
二
点
、
黒
部
一

七
月
ま
で
の
稲
作
は

一
号
一
点
、
短
金
南
風
一
点
、
金
南
風
七

ま
こ
と
に
順
調
で
、
大
一
点
で
、
や
は
り
収
量
の
多
い
も
の
は
こ

豊
作
で
あ
っ
た
昨
年
に
一
れ
ら
の
品
種
で
あ
り
ま
す
。

比
べ

、
優
る
と
も
劣
ら
一
今
年
惜
し
く
も
選
に
洩
れ
た
方
々
の

な
い
成
績
が
予
想
さ
れ
て

、
米
作
魚
津

一
中
に
は
、
そ
の
栽
培
技
術
に
優
秀
で
あ

市
一
も
新
記
録
を
た
て
る
も
の
と
期
特

一
っ
た
方
も
相
当
あ
り
、
さ
ら
に
改
善
を

さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
一
位
七
七
一
加
え
ら
れ
、
明
年
の
多
収
を
期
待
し
て

七
、
九
キ
ロ

(
五
石

一
斗
八
升
六
合
)
一
お
り
ま
す
。

を
わ
ず
か
に
下
廻
る
七
六
八
、
ニ
キ
ロ
一

O
早
中
生
の
部

(
五
石
一
斗
二
升
一
合
)
が
、
晩
生
種
一
一
位
H

六
四
七
、
三

K

(
四
石
三
一
五

の一

位

と

な

り

ま

し

た

。

一

七

)
若

葉

大

光

寺

岩

崎

文

吉

こ
れ
は
稲
作
後
期
で
も
っ
と
も
重
要
一
二
位
日
六
O
九
、
五
K

(四
石
O
九
O

な
八
月
、
九
月
の
出
穂
か
ら
稔
実
に
か
一

九
)
藤
坂
五
号
吉
野
神
田
重
次

け
て
天
候
が
低
温
寡
照
で
、
連
日
の
降
一

O
晩
生
の
部

荷
の
た
め
、
不
稔
粒
が
多
く
千
粒
重
も
一
一
位
H
七
六
八
、
二

K
(
五
石
ご
二

一
割
減
と
な
り
、
こ
の
た
め
、
は

じ

め

一

ご

金

南

風

蛇

田

藤

森

孝

一

の
予
想
を
裏
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
一
二
位
H

六
七
三
、
九
K
(
四
石
四
九
二

が、

出
品
者
各
位
の
努
力
で

、
こ

の

悪

一

五

)

金

南

風

升

田

岩

崎

健

正

天
候
を
乗
切
り
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
一

@
技
術
賞

ら
れ
ま
し
た
。

一
五
九
九
、
一

K

(三
石
九
九
三
九
)

競
技
会
の
審
査
は
例
年
ど
お
り
、
地

一

新

優

印

田

岩

田

久

七

区
ご
と
に
予
備
審
査
を
実
庖
し
た
も
の

一
五
八
二

、
六
{
(
三
石
八
八
三
七
)

・

J

，

一

若
設

大
海
者
野
広
田
助
松

に
つ
い
て
、

ラ
ン
ダ
ム
式
五
坪
刈
取
し

一一
五
六
九
、
八
K
(
一
ニ
石
七
九
八
六
)

そ
の
生
籾
重

三

貫

五

百

匁

以

上

の

も

の

一

シ

ロ

ガ

ネ

住

吉

石
坂
久
雄

三
O
点
に
つ
き
籾
摺
調
査
を
行
い
、
水

一
O
準
技
術
賞

分
含
量
を
計
算
し
て
成
績
を
決
定
し
た
一
五
四
八
、
二
K

(
三
石
六
五
四
四
)

も
の
で
す
。

一

藤

坂

五
号

青

島

辻

喜

作

今
年
は
早
中
生
及
び
晩
生
の
二
部
に

一
五
回

二
、
二

K

(
三
石
六
一
四
四
)

(2) 
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ロ

就
学
児
童
の
身
体
検
査

校

下

ご

と

に

行

わ

れ

ま

す

日発行

来
年
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
方
の
身
体
検
査
は
、
校
下
ご
と

に

近
く
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
身
体
検
査
日

の
案
内
は
教
育
委
員
会
か
ら
各
出
張
所

を
通
じ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、

も
し
手
続
き
の
関
係

で
、
通
知
洩
れ
が
あ
っ
た
と
き
は
申
出

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
身
体
検
査
の
最
終
日
は
十
二
月

二
十
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

入
学
予
定
児
童
は
、
昭
和
二

十
七
年

四
月
二
日
が
ら
昭
和
二
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
の
問
に
生
ま
れ
た
方
で

す
。

〔
検
診
日
〕

経
団
校
下
H
十
二
月
一
日

上
野
方
。
H
O

一一一日

昭和33年 12月 1(第146号〉

加

積

。

H
O

三
日

上
中
島
h
q
H
O

五
日

西
布
施
。

H
O

五
日

大

町

hq

H
O

九
日

本

江

h
q
H
O

九
日

道

下
k
H
h
u

十
二
日

住

吉

O
H
J

十
五
日

片

貝

hq

H
O

未

定

場
所
は

い
ず
れ
も
小
学
校
で
、
時
間
は

午
後

一
時
か
ら
一
一一時
ま
で
。

定
期
種
痘
(
二
期
、
三
期
)
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
種
痘
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
来
年
小
学
校
に
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マ歳
末
は
そ
の
年
の
し
め
く
く
り
の
と

き
で
、
い
ろ
い
ろ
と
お
金
の
い
る
こ
と

が
多
い
月
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
お
金
を

目
当
て
に
し
た
犯
罪
が
多
く
な
り
ま

す
3十

二
月
十
日
か
ら
、

県
下
一

斉
に
歳

末
防
犯
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
新
ら
し
い
年
を
迎
え
ま

入
学
す
る
方
と
、
来
年
三
月
で
小
学
校

一
を
卒
業
す
る
方
で
す
。

一
〔
接
種
目
〕

一

上
野
方
校
下
H
十
二
月
一
日

一

加

積

。

H

O

一
日

一

上
中
島
O

H

O

二
日

一

西
布
施
O

H

O

-

三
日

一

大

町

hq

H

O

五
日

一

本

江

hq

H

O

五
日

一

道

下
グ

H
O

十
日

一

住

吉

グ

H

O

十
二
日

一

片

貝

O

H

O

米
定

一場
所
は
各
校
下
と
も
小
学
校
で
、
時
間

は
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
で
す
。

鉢
部
落
擢
災
者
義
援
金

(
追
加
分
)

ム

て

三

O
O
円
H

大
光
寺
一
区

ム
ニ

、
九
七
O
円
H
下
中
島
地
区

ム

て

一

五
O
円
H
天
神
地
区

合
計
五
、
四
二
O
円

こ
れ
で
前
月
広
報
け
い
さ
い
の
二
二

二
、
六
八
O
円
と
あ
わ
せ
て
二
二
八
、

一
O
O
円
と
な
り
ま
し
た
。

エ
夫

ムAムAム

部
屋
へ
引
っ
こ
ん
だ
隙
を
狙
っ
て
い

ま
す
。庖
番
は
厳
重
に
し
て
下
さ
い

0

0
学
校
や
事
務
所
の
場
合

。
帰
る
と
き
は
戸
締
り
を
忘
れ
な
く
し

て
下
さ
い
。

O
机
の
ひ
き
だ
し
に
現
金
や
貴
重
品
を

入
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

O
手
提
金
庫
や
写
真
機
な
ど
金
目
の
も

の
は
、
必
ず
鍵
の
あ
ゐ
安
全
な
と
こ

ろ
に
始
末
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

。
外
出
の
場
合

O
買
物
な
ど
に
出
か
け
る
と
き
は
、
余

分
の
大
金
を
持
た
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

O
大
金
を
も
っ
て
あ
ち
こ
ち
ら
と
寄
り

道
し
な
い
で
、
用
事
が
済
ん
だ
ら
早

く
帰
宅
し
て
下
さ
い
。
ま
た
お
酒
を

飲
み
に
入
い
る
と
間
違
い
の
も
と
に

な
り
ま
す
。

(

魚

津

警

察

署
)

一
年
末
に
か
け
て
火
災
が
お
こ
り
が
一

一
ち
で
す
。
火
の
も
と
に
充
分
気
を
一

…
つ
け
ま
し
ょ
う
。

.

一
「
戸
締
り
す
る
手
で
火
の
締
り
」

一

し
よ
う
0

0
一
般
ご
家
庭
の
場
合

O
戸
締
り
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
夜

鍵
を
か
け
な
い
で
お
休
み
に
な
っ
て

い
る
ご
家
庭
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
鍵
の
な
い
戸
や
窓
に
は
さ
っ
そ

く
つ
け
て
下
さ
い。

O
ま
と
ま
っ
た
現
金
は
預
金
さ
れ
る
の

が
ご
菅
安
全
で
す
。

O
銀
行
や
農
協
で
の
大
金
の
出
し
入
れ

は
、
お
年
寄
や
女
、
子
供
さ
ん
を
使

い
に
す
る
と
危
険
で
す
。

O
自
転
車
ど
ろ
ぼ
う
は
鍵
を
か
け
て
な

い
自
転
車
を
盗
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
の
間
だ
か
ら
と
思
っ
て
油
断

す
る
の
が
盗
ま
れ
る
も
と
に
な
り
ま

す
。
必
ず
鍵
を
か
け
る
よ
う
ご
注
意

し
て
下
さ
い
。

。
商
志
の
場
合

O
手
提
金
庫
や
売
上
金
を
客
の
自
の
届

か
ぬ
と
こ
ろ
に
置
い
て
下
さ
い
。

O
売
上
金
ど
ろ
ぼ
う
は
庖
の
人
が
奥
の

納
税
に
尽
さ
れ
た

四
氏
を
表
彰

|
魚
津
税
務
署
管
内

l

1月14日まで
18才~25才未満
1 月下旬~2月上旬
3月.下旬
初任級6、200円他
に衣食支給

詳しいことは市役所市民課
に問合せ下さい。

志願受付

年 令
試験
入 隊
待遇

二
百
万
同
で
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で

す
。
す
で
に
十
一
月
十
五
日
か
ら
仕
事

を
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

洋
家
具
や
室
内
セ
ッ
ト
を
専
門
に
製
作

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

山
村
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
、
山
村

民
の
委
託
加
工
も
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
ず
か
ら
同
組
合
で
は
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
ぞ
ん
で

い
ま
す
。

(写真は建設された森林組合木工所)

主 青
室上年
金L市
主tZ議
団 口 b

で 六 E

は 日

青 に
年
の

政
治
学
習
の
一
つ
と
し
て
さ
き
に
青
年

市
議
会
議
員
二
十
名
を
去
る
八
月
に
選

び
ま
し
た
。
そ
し
て
十
'一
月
十
五
日
に

組
織
議
会
を
ひ
ら
き

λ

議
長
に
若
島
正

敬
(
本
江
)
副
議
長
に
元
良
隆
(経
団
)

総
務
委
員
長
グ
泉
弘
(
加
積
)
建
設
。

稲
沢
貢
(
木
江
)
文
教
厚
生
。
江
上
幸

一
(
魚
津
)
産
経
。
浦
田
亮
一
(
上
中

島
)
を
そ
れ
ぞ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

こ
の
青
年
市
議
会
は
、
十
二
月
六
日
午

前
九
時
か
ら
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
日
程
は
市
長
説
明
、
総
括
質
問
、

一
般
質
問
、
全
体
討
議
な
ど
の
順
で
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

健

康

診

断

受

診

率

約

六

O
%

血

圧

測

定

も

好

評

結
核
予
防
法
で
は
乳
幼
児
を
除
い
た

全
市
民
に
、
少
く
と
も
一
年
に
一
回
健

康
診
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
健
康
診
断
の
受
診
率
は
、

従
来
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
年
は
上
野
方
、
片
一
貝
、
天
神
地
区

を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
て
、
積
極
的

に
運
動
を
進
め
、
去
る
八
月
か
ら
校
下
・

ご
と
に
健
康
診
断
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
c

と
く
に
今
回
は
四
十
才
以
上
の
方

に
は
血
圧
の
測
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

受
診
率
も
向
上
し
ま
し
た
。

次
に
モ
デ
ル
地
区
(
三
地
区
)

の
受

診
率
を
あ
げ
て
見
ま

す
と
、

受

診

率

魚
津
税
務
署
管
内
で
納
税
に
献
身
的

に
協
力
さ
れ
た
次
の
四
氏
を
去
る
十
一

月
十
四
日
、
表
彰
し
ま
し
た
。

魚
津
市
で
は
友
道
の
大
島
重
氏
(
金
物

商
)
で

、
同
氏
は
戦
后
の
混
乱
期
や
不

況
期
な
ど
あ
ら
ゆ
る
悪
条
件
を
乗
り
切

り
、
国
税
、
地
方
税
と
も
本
年
で
九
ヶ

年
問
、
期
限
内
完
納
を
続
け
ら
れ
た
。

叉
魚
津
商
工
会
議
所
副
会
頭
と
し
て
税

務
の
側
面
的
協
力
に
多
く
の
功
績
が
あ

っ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
滑
川
市
杉
本
菊

一
氏
、
立

山
町
古
瀬
重
正
氏
が
魚
津
税
務
署
長

賞
、
朝
日
町
青
色
申
告
会
納
税
貯
畜
組

合
は
金
沢
国
税
局
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

(

魚

津
税
務
署
)

ー

歳

未

防

犯

運

動

始

ま

る

|

盗

ら

れ

ぬ

注

意

盗

ら

せ

ぬ

(写真は レントゲン撮影)

(
義
援
金
)

ム
八
、
一
一
一
一
O
円
H
下
中
島
地
区

ム
三
、
四
O
O
円
H
上
中
島
。

ム
七
、
三
O
O
円
H
松

倉

。

ム
四
、
O
六
五
円
日
上
野
方
。

ム

二
一
、
五
六
O
円
H
加
積
。

ム
七
、
七
六
O
円
H
片

貝
。

ム
四
、
六
四
O
円
H
天

神

。

ム
七
、
一
九
五
円
H
西
布
施
。

ム
ニ
六
、
八
九
五
円
H
道
下
。

ム

一
八
、

O

一
五
円
日
経
因
。

(下
野
方
)

ム

て

二
四
O
円
日
本
江
新
町
区

ム

七

O
O
円
H
印
田
区

ム
二
、
O
三
五

同
日
友
道

一
区

ム
五
O
O
円
日
友
道

ニ
区

ム

一
、
一
四
五
円

H
友
道
三

区

ム

て

二

O

O

円

H

友
道
四
区

ム

て

0
0
0円
H
友
道
五
区

ム
六

0
0円
H
友
道
六
区

ム
九
二
O
円

H
木
江

一
区

ム

一一
、
0
0
0
円
H

本
江
二
区
ム
九
四
O
円
日
石
垣
新
区

ム

て

三

O
O
円
H
大
光
寺
一
区

ム

八
七
O
円
リ
大
光
寺
ニ
区

ム
四
、
八

は
約
六
O
%
で
、
こ
の
う
ち
精
密
検
査

を
要
す
る
も
の
が
四
%
あ
り
ま
し
た
。

四
十
才
以
上
の
血
圧
測
定
の
結
果
、
測

定
を
受
け
た
も
の
の
約
二
三
%
が
高
血

圧
症
と
見
な
さ
れ
ま
し
た
。

お関;号
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四
O
円
H
文
化
町
一
区
、
二

区

(
魚
津
)

ム

一
、O
四
O
円
川
上
新
町
一
区
ム

て

二
六
五
円
H
新
屋
敷
区
ム

一
、
五

0
0

円

H
角
川
区

ム

て
二
三
O
円
日
紺

屋
区
ム

て

六
八
O
円
日
田
方
一
区
ムd

て

九

三
O
円
H
上
町

一

区

ム

て

0
0
0円
リ
金
屋
一
区
ム
六
O
O
円

H
神

明

一

区

ム

て

四

一一一O円
H
新

金
屋
三
区
ム
一一、

0
0
0円
日
岡
町

区

ム

一
、
三
三
O
円

H
金

浦

区

ム

一
五
五
O
円
リ
明
理
区

ム
五

O
O
円

H
新
道
区

ム
六
六
O
、
円
H
下
新
一

区

A
七
O
O
円
H
新
町
二
区
ム

て

0
0
0円
H
東
小
路
区

ム
八
O
O
円

日
下
猟

師

区

ム

一
一
、
三
O
O
円
H
八

幡
区
ム
八
八
O
円
日
中
町
区

ム

て

五
二
O
円

H
八
代
区

ム
八
六
O
円
日

金
屋
三
区

ム
七
七
O
円
日
鴨
川
区

ム
八
四
O
円

H
神
明
二
区

ム

一
、
O

一
五
円
リ
寺
町
区

ム

一
、
一
三
一
五
円

日
火
の
宮

区

ム

て
三
七
O
円

H
臼

屋
区

ム
一
一
、
四
O
O
円
日
田
方
二
区

ム
二
、
三
三
O
円
リ
新
金
屋
ニ
区
ム

ニ
、
二
O
O
円
け
い
新
金
屋

一
区

ム

て

七
八
O
円
H
港

町

区

ム

て

0
00

円
リ
真
成
寺
区

ム
六
五
O
円
リ
住
吉

区
ム

一
、
四
三
O
円
リ
新
上
一
区

ム

八
七
五
円
リ
新
上
二
区
ム
一

、
三
七

O
円
H
新
上
三
区

ム

七
六
五
円
H
下

新
ニ
区

ム
七
二
O
円
H
荒
町
区

ム

六
O
O
円

N
橋
場
区
ム

て
五
七
O
円

リ
馬
出
区

ム
四
O
O
円
日
金
屋
二
区

ム
四
八
O
円

H
上
町
二
区

ム

て

六

0
0円
日
下
タ
町
区

ム

て

八

一

O

円
H
出
村
区

ム

一
、
八
五
O
円

H
大
町

区

ム
六
九
五
円
H
東
部
中
学
校
生
徒

会
一
同

ム

て

0
0
0円
日
石
淵
三
郎

合
計
一
七
五
、
九
六
O
円

(
義
援
品
)

ム
衣
類
、
日
用
品
九
六
点
H
加
積
地
区

ム
グ
一
O
二
点
、
他
に
二
五
包
H
道
下

地
区

ム
グ
十
二
点
リ
友
道

一
区

ム
ク
ニ
四
八
点

H
上
町
一
区

ム
hq

一

五
O
点

h
火
の
宮
区

ム
hq
八
点
い
新

金
屋
三
区

ム
。

七
五
点
リ
岡
町
区

ム
hq

四
九
点
川
田
方
二
区

ム
hq

一一一一

八
点
日
新
金
屋
二
区
ム
グ

一
七
点
H

荒
町
区
ム
グ
五

二
点
H
明

理

区

ム

グ
一
九
点

U
八
幡
区

ム
グ
七
八
点
他

に
十

一
包

U
紺
屋
区

合
計
一
、
O
四
四
点
、
他
に
三
六
包

皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
東
海
、
関

東
、
新
湊
の
風
水
害
義
援
金
品
は
早
速

躍
災
者
に
送
付
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内

訳
は
、静
岡
県
六
O
、
0
0
0円
、
神
奈

川
県

三

O
、
九
六
O
円
、
横
浜
市
三
万

円
、
横
須
賀
市

一
万
円
、
川
崎
市

一
万

五
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

4図書舘だより砂

新刊紹介 (書名、著者の11頃〉

ム雑兵物語 村上元三
ム眠狂四郎無頼控(7巻)

柴田錬三郎

ム別れの歌 石坂洋次郎
ム粘土の犬 仁木悦子
ム森と湖めまつり 武田泰淳
ム亀裂 石原慎大郎
ムちぎられた縄 火野葦平
ム柳生武芸帖五 五味康祐
ム吉野朝太平記 (1 ~5)

鷲尾雨エ
ム青春の風 山手樹一郎
ム独居の女 戸川静子
ム祈るひと 田宮虎彦
ム 橋 大仏次郎
ム 道 波多野勤子
ム夫 婦 石垣綾子
ム亀は兎に追ひっくか

三島由紀夫

ム青年のための恋愛と結婚
荘司達人

ム完全な男性 大田典礼 E

ム完全な女性 石浜淳美 :


